
明治大学 心身障害者福祉会しいの実

活動発表



全体の流れ

１．しいの実の概要
２．活動先紹介
①ぎんなん会
②介助
③FCエレキング
④車いす体験会（WheeLog）
⑤済美小学校・永福小学校
⑥向陽スタディ・荻窪中学校



しいの実とは…

1973年に設立された歴史あるサークル

都内（特に和泉キャンパス周辺）での活動

障害を持った方たちの支援を行ったり、子どもたちの居場所を
作る活動を行う

部員相互の交流も行い、ボランティア活動に対する意識向上も
図っている



～しいの実が課題としていること～

①心身障害者が地域で自立し生きていくための活動を援助すること

②地域児童の心身ともに健やかな発達を援助すること



①ぎんなん会

課題 ： 養護学校卒業後の知的障害の方の居場所は？

活動 ： 缶つぶしの活動をお手伝い
一緒におやつを食べることも！

効果 ： 仲間と集まって一緒に過ごす居場所ができる



②介助

課題 ： 障害によって自分らしく生きることが難しい

活動 ： 障害を持ったご夫婦のおうちで生活介助
旅行などで付き添うことも！

効果 ： 障害があっても地域で自立し自分らしい生き方ができる



③FCエレキング

課題 ： 歩行が困難な障害を持ち、自立して生きることが難しい

活動 ： チームスタッフとして練習をサポート

効果 ： スポーツに励むことで地域での自立につながる



④車いす体験会（WheeLog）

課題 ： 車いすユーザーが利用する施設に障壁がある

活動 ： 大学内の施設の利用を車いすで体験する

効果 ： 当事者の視点に立ち、ハード面ソフト面両方から
バリアフリーへのアプローチができる



⑤済美小学校・永福小学校

課題 ： 地域児童の放課後の居場所は？

活動 ： 放課後児童支援施設で子どもたちと交流をする

効果 ： 放課後の子どもたちの居場所になる
普段接することのない大学生との交流で
子どもたちにとってもいい刺激になる



⑥向陽スタディ・荻窪中学校

課題 ： 中学生の放課後の居場所は？

活動 ： 放課後の勉強指導、自習の見守り

効果 ： 放課後に家や部活動以外の新たな居場所が生まれる
将来のことを考える良い機会になる
自学自習による学力の向上



ご清聴ありがとうございました

しいの実公式Instagram


